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貴重な経験と出会いに感謝
　地域おこし協力隊として委嘱を受けてから３年が経とうとしています。これまで、さの

まちづくり株式会社の業務サポートのほか、自身でもさまざまな活動を行ってきました。

　なかでも、「佐野市まちなかにぎわい空間」を活用した

イベントの企画・運営に携わったことが最も印象に残って

います。新しく整備された空間で初のイベントを企画・実施するという貴重

な経験をさせていただきました。

　３月末で任期満了となりますが、佐野のまちなか活性化への思いは変わりま

せん。これまでとは別のかたちで今後も佐野市のお役に立てたらと思います。

　また、３月１６日から市役所１階佐野市紹介スペースにて活動報告展示を実

施しますのでぜひ足をお運びください！

地域おこし協力隊とは？　都市部などから地方に移り住んでもらい、地域の活性化や地域ブラ

ンドの強化などに取り組んでもらう制度です。佐野市では現在、横手貴史さん、梅澤風太さん（中

心市街地の活性化）、大塚由香里さん（天明鋳物のＰＲ）、川内健吾さん（スポーツを通した地域の

活性化）、菊池輝一さん（移住定住の促進）、横山賢さん（中山間地区の活性化）が赴任し、それぞ

れの分野で活躍されています。

横
手
貴
史
さ
ん

市内各地で活躍中！

　　　　地域おこし協力隊員の活動報告

「まちなか」に焦点を当てた取り組みを
　地域おこし協力隊になってから１年の月日が流れました。着任１年目は、市道１級１号

線沿いに新しくできた「佐野市まちなかにぎわい空間」を活用するべく、協力隊が主体と

なって開催した「まちなかにぎわいマルシェ」や、

さのまちづくり株式会社と協力して開催したイベ

ント「さのまちなか七夕ライトアップ」や「さのこん」など、まちなか

に重点を置いた活動を行ってきました。

　来年度は今年度の取り組みから学んだことを活かし、まちなかをさら

に盛り上げるべく活動していきます。そして市内の人はもちろん、市外

の人にも佐野に興味を持ってもらう。佐野で何か面白いことをやってい

る。そんな風に思ってもらえるように取り組んでいきたいと思います。

天明鋳物の東京・海外へのＰＲから販路拡大を目指す
　昨年は、東京・海外へ向けてのＰＲを強化しました。６月にとちまるショップでの「日

本ものづくりフェア」、８月に東京都主催の「ものづくり・匠の技の祭典」に出展。１０

月上旬には東京ソラマチで行われた「いばらき・とちぎ・

ぐんまフェア」に参加。これらのイベントを通して親

子連れや海外の方を含め幅広い世代にＰＲしました。

　１０月中旬には、台湾で行われた商談会「とちぎいいものＰＲ事業 in 高

雄」に参加。この商談会をきっかけに海外への販路拡大に向けて鋳物師さ

んが調整しています。また、海外向けネットショップを運営する会社と鋳

物師さんを繋げ、今後は海外へ向けてネットビジネスを展開します。

　ご協力いただいた皆さん、ありがとうございました。
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ものづくり・匠の技の祭典に出展
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スポーツのチカラ×佐野のリソース
　昨年末に設立された株式会社さのスポーツキャピタル（SSC）の代表取締役を務めています。

　SSC の「女子高生社長」募集では、最終審査に進んだ５人が「スポーツを通じて佐野を盛り上げるには」をテー

マに公開プレゼンを行いました。１００人を超える皆さんにお越しいただき、感動と涙に包まれ、強い想いを

感じられた素晴らしいプレゼンでした。

　地域を盛り上げるには若い世代にも携わってもらうこと、

元気な女性の活躍が重要だと考えます。女子高生社長に選

ばれた栃木女子高校の二渡さんには、プレゼンの内容をも

とにプロジェクト実行にチャレンジしていただきます。

　まだまだ生まれたばかりの会社ですので、地域の皆さん

のご理解とご協力をいただければ幸いです。

お笑い芸人“テル”は佐野にいるよ！
　昨年１２月から移住・定住を進める地域おこし協力隊員に

赴任したお笑い芸人のテルです。芸人としての経験を活かし

ながら、都内を中心に佐野暮らしの良さをＰＲしてきました

が、市内で活動する中、市の移住・定住施策について、市民

にはあまり知られていないことに気付きました。

　じゃあ、まずは、ということで、僕が佐野にいることを知ってもらい、市民の皆

さんが慣れてしまって忘れている本当の佐野の魅力を発信し、再認識してもらう活

動も始めたところです。そして、市民の皆さん自ら「佐野って良い所よ」「みんな

佐野に来てね」って言っていただけるようになってほしいと思っています。

　そうです、合言葉は『佐野にいるよ』

人の魅力で中山間地域の活性を
　今年１月に着任、ミッションは秋山地区を中心とした中山間地域の活性化です。過疎化

が急激に進んで滞留する場所も多くない場所を活性化するには、たくさんの課題にスピー

ド感を持って取り組んでいく必要があると思っています。

　この 4 月から外国人労働者の受け入れがあるなかで、日本の若者が少しでも多く定住・

起業できるよう、中山間地域の認知度を高めることに力を注ぎ、若者が挑

戦できる環境を作りたいと考えています。また、地域の方が参加しやすく

都市の方とも交流できるようなイベントを企画して、そこに住む方々の魅

力を一番の価値として活性化につなげていく予定です。

　３年という短い期間、１人で出来るとは思いません。多くの方と交流を

持ち、中山間地域が一体となって活性化に取り組んでいけたら、と考えて

います。中山間の景観を損ねかねない真っ赤なツナギで活動していますの

で、見かけたら「おい、赤い人」とお声がけいただけると嬉しいです。

佐野市地域おこし協力隊
栃木県佐野市伝統工芸

「天明鋳物」

菊
池
輝
一
さ
ん

横
山
賢
さ
ん

フェイスブックで最新の活動を掲載しています。ぜひご覧ください！
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佐野市 中山間地域 
地域おこし協力隊

佐野で暮らそう！事務局




